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■開設年度

2015

■開講部局

共通教育

■開設年度

2015

■開講部局

共通教育

■科目名
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■英語科目名

singnificance of the work��������

■前後期

前期

■開講区分

毎週

■科目形態

講義

■単位数

2

■前後期

前期

■開講区分

毎週

■科目形態

講義

■単位数

2

■（２５年度以降入学生）中分類

b. 知力：人文・社会科学

■（２５年度以降入学生）小分類

11. 経済・経営を学ぶ

■（２５年度以降入学生）中分類

b. 知力：人文・社会科学

■（２５年度以降入学生）小分類

11. 経済・経営を学ぶ

■（２４年度以前入学生）大区分

教養科目

■（２４年度以前入学生）中区分

人間教育科目

■（２４年度以前入学生）大区分

教養科目

■（２４年度以前入学生）中区分

人間教育科目

■受講学部学科

全学部全学科

■担当教員

神田嘉延

■担当教員所属

稲盛アカデミー����

■担当教員

神田嘉延

■担当教員所属

稲盛アカデミー����

■連絡先（TEL）

０９９－２８５－３７５５��

■連絡先（MAIL）

k6820452@kadai.jp����

■連絡先（TEL）

０９９－２８５－３７５５��

■連絡先（MAIL）

k6820452@kadai.jp����

■オフィスアワー（授業時間外の対応）

水曜日14:30～16:00��������

■共同担当教員

■メインキーワード

自己の確立

■サブキーワード■メインキーワード

自己の確立

■サブキーワード

■授業概要（目的・内容・方法）

なぜ働くのか。何のために働くのか

―日本人の勤労観が変わり行く中で、日本の将来を担う若者に、あらためて働く意義を問い、

その意味を考えさせ、高い就業意識を養う。�������

■学習目標

?なぜ働くのか―人生における、労働の意義を理解する。

?どのように働くのか―稲盛の生き方をベースに、その働き方について理解する。

?働くことで得られるもの―今後の自分の人生のあり方、働き方を確立させる

?どのように生きるのか―今後の自分の人生のあり方、働き方を確立させる。�������

■授業計画・試験の有無（１６回に分け、回数、授業内容、自学自習等）

　1．若者の生き方と働き方　１

　2．若者の生き方と働き方　２

　3．若者の生き方と働き方　３

　4．いかに働くか　１

　5．いかに働くか　２

　6．いかに働くか　３

　7．いかに働くか　４

　8．はたらくことと人生の豊かさ　１

　9．はたらくことと人生の豊かさ　２

 10．人生の王道と働き方　１

 11.人生の王道と働き方　２

 12.人生の王道と働き方　３

 13.人生の王道と働き方　４

 14.人生の王道と働き方　５

 15.人生の王道と働き方　６

　16.期末試験は実施しない��������

■授業外学習(予習・復習)

（予習）文献を参考に一読すること　（復習）授業の中身をまとめる作業をすること��������

■受講要件
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なし��� ■成績の評価基準

授業中の学生の個々の発言３０％

小レポート７０％���

■受講要件

なし���

■成績の評価基準

授業中の学生の個々の発言３０％

小レポート７０％���

■教科書

『稲盛和夫の仕事入門』神田嘉延著　プレジデント社

���

■参考書

『働き方』稲盛和夫著　三笠書房

『新・共に育つ』中同協����

■教科書

『稲盛和夫の仕事入門』神田嘉延著　プレジデント社

���

■参考書

『働き方』稲盛和夫著　三笠書房

『新・共に育つ』中同協����

■地域志向科目の区分（平成２７年度入学生用） ■地域志向科目の領域■地域志向科目の区分（平成２７年度入学生用） ■地域志向科目の領域

■その他
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